
介護報酬の引き下げ（マイナス4・48％）

介護保険利用料への2割負担導入

介護施設の食費・部屋代の負担増

協会けんぽの国庫補助引き下げ

70才・71才の医療費窓口負担の２倍化

年金「特例水準の解消」（マイナス0・5％）

年金「マクロ経済スライド」の発動（マイナス0・9％）

生活保護の削減（生活扶助基準の引き下げ）

生活保護の削減（住宅扶助・冬季加算の引き下げ）

1,130億円

123億円

100億円

460億円

465億円

500億円

800億円

260億円

70億円

＜合計＞ 約 3,900億円
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2015 年度の社会保障予算の削減項目

出典：厚生労働省資料より小池晃事務所作成


